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の発生メカニズムを明らかにしている o すなわち， レーザー強度が高くなると，誘導ラマン散乱光のスペクトルはブ
ロードになり，スペクトルの青方偏移が見られるようになることを明らかにしている。




















かにしている o この結果は， ローレンスリヴァモア研究所における実験結果と比較され，良い一致を得ているo
(4) 高速点火のためには， コロナプラズマ中を長距離にわたり， レーザーパルスが伝播し高密度領域にまで達するこ
とが必要である o 本研究で， コロナプラズ、マ中において，自己収束およびチャネリングをすることにより 10211 w/
cnfの強度で;，;:1:.レーザーエネルギーが高効率で高密度領域に透過することを見出している。
以上のように，本論文は高速点火方式に関わる超高強度レーザーと高密度プラズ、マとの相互作用についての基本的
特性を初めて総合的に明らかにしたものであり，核融合高速点火のための重要な基礎的知見を与えており， レーザー
核融合並びにレーザープラズマ理工学に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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